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１ 総合計画審議会 

 

（１）総合計画審議会設置条例 

 

昭和42年12月12日  

条例第33号  

改正 平成７年12月26日条例第29号  

（設置）  

第１条 地方自治法（昭和22年法律第67号）第138条の４第３項の規定に基づき、御嵩町総合計画

審議会（以下「審議会」という。）を置く。  

（所掌事務）  

第２条 審議会は、町長の諮問に応じ、御嵩町総合計画の策定に関する必要な事項について調査

及び審議する。  

（組織）  

第３条 審議会は、委員22人以内で組織する。  

２ 委員は、次に掲げる者のうちから町長が委嘱する。  

(1) 町議会の議員  

(2) 町教育委員会の委員  

(3) 町農業委員会の委員  

(4) 国又は他の地方公共団体の職員  

(5) 団体の役員又は職員  

(6) 識見を有する者  

３ 委員は、非常勤とする。  

（任期等）  

第４条 委員の任期は２年とする。ただし、補欠により委員となった者の任期は、前任者の残任

期間とする。  

（会長及び副会長）  

第５条 審議会に会長及び副会長各１人を置く。  

２ 会長及び副会長は、委員の互選による。  

３ 会長は、会務を総理し、審議会を代表する。  

４ 副会長は、会長を補佐し、会長に事故があるとき、又は会長が欠けたときは、その職務を代

理する。  

（会議）  

第６条 審議会は、会長が招集する。  

２ 審議会は、委員の過半数が出席しなければ会議を開くことができない。  

３ 審議会の議事は、出席委員の過半数で決し、可否同数のときは、会長の決するところによる。  

（部会）  

第７条 特別の事項を調査審議させるため、必要に応じ審議会に部会を置くことができる。  

２ 部会に属すべき委員は、会長が指名する。  

３ 部会に部会長をおき、部会に属する委員のうちから互選する。  

４ 部会長は、部会の事務を掌理する。  

（委任）  

第８条 この条例に定めるもののほか、審議会の運営について必要な事項は、会長が別に定める。  
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附 則  

この条例は、公布の日から施行する。  

附 則（平成７年条例第29号）  

この条例は、公布の日から施行する。 



60 

 

 

（２）審議会への諮問及び答申 
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平成２８年３月１４日 

 

御嵩町長 渡邊公夫 様 

御嵩町総合計画審議会  

会長 横山 幸司  

 

御嵩町第五次総合計画について(答申) 

 

平成 26 年 12 月 16 日付け御企調第 87 号で諮問のありました御嵩町第五次総合計画（案)につ

いて、慎重に審議した結果、原案を適当と認め、下記の意見を付して答申します。 

審議会としましては、「つながる・あふれる・輝くまち」をまちの将来像とした基本構想は、

御嵩町のまちづくりの指針として重要な方向であり、町民一人ひとりが活躍し、みんなが生きが

いと希望に満ちた魅力ある御嵩町を目指すことは意義深いことと考えます。 

なお、計画の推進にあたっては、本答申及び審議過程で各委員から出された意見に十分配慮し、

将来像の実現に向けて町民と一体となって取り組むことを要望します。 

 

記 

1. まちづくりの理念に示されているように、「参加のまちづくり」から「協働のまちづくり」

に向けて、町民と行政はもとより、自治会や各種住民団体、ＮＰＯ、民間事業者などとも積

極的に協働を進めていくこと 

2. これからの時代は人づくりが重要であると捉えて、行政職員はもとより、町民の人材育成に

努め、みんなが活躍することにより、持続的なまちづくりを進めること 

3. 若者や女性がその能力を発揮してまちづくりにも貢献、活躍することができるよう、町民や

事業者、行政等多様な主体が連携した環境づくりを行うこと 

4. 御嵩町の優れた環境を大切にするとともに、安心して暮らし続けることができるまちづくり

を進めることにより、御嵩町の良さを町民が認識し、内外に向けての情報の発信、共有がさ

れていること。 

5. まち・ひと・しごと創生法に基づく地方版総合戦略「みたけ創生!!総合戦略」と連携しなが

ら、より暮らしやすく働きやすい御嵩町を実現していくとともに、持続可能なまちづくりを

推し進めること 

「第六次御嵩町行政改革大綱」と連携しながら、町民とともに行政改革を進め、行政改革におい

ても連携と協働が不可欠なことと捉えて行政運営を行うこと
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（３）総合計画審議会委員名簿 

 

 

 

役 職 所属団体 氏 名 

会 長 滋賀大学社会連携研究センター 横山 幸司 

副会長 御嵩町商工会青年部 中島 康貴 

委 員 御嵩町議会 岡本 隆子 

委 員 御嵩町議会 谷口 鈴男 

委 員 御嵩町教育委員会 平井 信吉 

委 員 御嵩町農業委員会 可兒 完治 

委 員 可児郡ＰＴＡ連合会 猪野 敬英 

委 員 御嵩町行政改革推進委員会 鍵谷 幸男 

委 員 御嵩町民生委員児童委員協議会 加藤 一男 

委 員 御嵩町商工会女性部 木村 博子 

委 員 御嵩町子ども会育成協議会 草田 健一 

委 員 御嵩町婦人の会 田中 絹江 

委 員 御嵩町観光協会 田中 尚夫 

委 員 御嵩町金融協会 谷口 清治 

委 員 御嵩町商工会 寺尾 光彦 

委 員 みたけ地域活性化委員会 水野 耕治 

委 員 可児医師会 桃井 知良 

（敬称略） 
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２ 策定の経過 

 

 

 開催日 内容 

第１回 

 

平成 26 年 12 月 16 日 ・議題等 

(1) 委員委嘱、 

(2) 町長諮問 

(3) 会長、副会長の選任 

(4) 議題等 

(5) 総合計画の策定方針等について 

(6) 策定スケジュール、体制等 

(7) 住民アンケート、中学生アンケート調査 

第２回 

 

平成 27 年 3月 13 日 ・議題等 

(1) 住民・中学生アンケート調査結果について 

(2) 第四次総合計画実績等のまとめ 

(3) 統計からみた御嵩町の現状について 

(4) 第五次総合計画策定に向けて 

(5) 意見交換 

第３回 

 

平成 27 年 6月 8日 ・議題等 

(1) 第五次総合計画 基本構想の構成について 

(2) 第五次総合計画の目指す姿、将来像について 

(3) 意見交換 

第４回 

 

平成 27 年 9月 29 日 ・議題等 

(1) 第五次総合計画基本構想（案）について 

(2) 意見交換 

第５回 

 

平成 27 年 12 月 7 日 ・議題等 

(1) 第五次総合計画基本構想（案）について 

(2) 第五次総合計画基本計画（案）について 

(3) 御嵩町の地方創生について 

第６回 平成 28 年 2月 25 日 ・議題等 

(1) 第五次総合計画（案）について 

(2) 答申（案）について 

(3) 総合計画スタートアップフォーラムについて 
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３ まちのたね見つけ隊の活動と提案 

 

（１）開催経過 
 

 

■総合計画素案策定委員会「まちのたねみつけ隊」の開催概要 

◆開催概要 

平成 26 年度、27 年度の２年間にわたって、住民と若手職員が７回集まって、気軽に

意見交換を行いました。 

◆目的 

総合計画へ反映することはもちろん、若者が住み続けることができるまちづくりや町

の将来ビジョンや重点施策・事業などを住民、若手職員の立場から提案してもらいまし

た。 

◆メンバーの構成 

公募の住民２０人、若手町職員３０人として、高校生などの希望者の参加も随時得ま

した。 

 

【全体のプログラム】 

第１回 

平成 26 年 

12/17 水 

「みたけの宝物」についての意見交換：御嵩にはこんな宝物があるよ 

…ワークショップのスタートにあたって、 

①策定方針や会議の進め方、スケジュールを確認・調整する 

②楽しい雰囲気でまず意見交換を行う。 

第２回 

平成27年 

１/２１水 

「御嵩町の良い点・強み、と悪い点・弱み」について 

：こんな良いところ、悪いところがあるんだなあ 

…簡易なＳＷＯＴ分析を試みる 

 

①住民アンケート調査などの結果を参考にしながら御嵩町の強みと弱みを

整理する。 

②強みと弱みを踏まえて、１回目の「宝物」を生かすためのアイデアなどを

意見交換する。 

第３回 

 

３/４水 

「外の環境変化が御嵩町に与えるインパクト」を考えてみよう 

：御嵩町にとっての機会と脅威から、10 年後の御嵩町を展望する 

 

①御嵩町を取り巻く社会環境の変化（外部環境からのインパクト）を考え、

そこから機会（御嵩町にとってのシャンス･追い風）と脅威（御嵩町にと

っての危機､逆風）を整理する。～簡易なＳＷＯＴ分析・パート２～ 

 

第４回 

 

４/２８火 

「御嵩町が目指す将来像を構想する！」～こんな町になるといいなあ～ 

 

①10 年後の御嵩町 理想のイメージ 「キーワード」を探る。過去の総合計

画の将来像、御嵩町の｢強み｣と｢弱み｣、御嵩町の 10 年後に向けた戦略、

展望などを考慮しつつ、御嵩町が目指すべき将来像について「キーワード」

を出し合って、基本構想づくりに反映する。 

②理想のイメージを絵にしてみる。言葉のみではなく絵で理想のイメージを

表現してみる。 

 

第５回 「これからの御嵩の 10 年に求められる施策・事業のアイデア出し 
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６/１７水 

将来像を具体化する施策・事業とは」 

 

①これからの御嵩の１０年に必要なこととは何かを考え、それを施策・事業

に表現する。 

②各グループでこれはという施策・事業を３～５つ程度に絞り込む。10 年

後の御嵩はこうなって欲しい！ そのために取り組む施策・事業 

 

第６回 

 

７/８水 

 

「当事者視点から基本構想原案をブラッシュアップ！」 ＆ 

「これからの御嵩の 10 年に求められる施策・事業についていくつかに絞り込

み、深く掘り下げて検討してみよう」 

 

①御嵩町の「将来像」､「めざす姿」を検討する。ここは大事、ここは改善

という点を洗い出す。 

②これからの御嵩の 10 年に求められる施策・事業の絞り込み。「この事業

こそ」と考える事業を選ぶ。 

 

第７回 

 

８/６木 

「「まちのたね見つけ隊」から施策･事業を提案しよう！ 

これからの御嵩の 10 年に求められる施策・事業の磨き上げ！」 

 

①具体的な取組ごとのグループで、具体的取組の内容（①名称、②現状や背

景･ねらい、③事業の主体（関係者）、④事業内容、⑤事業スケジュール、

⑥役割分担（協働の方策／町の役割、住民･各種団体の役割）について検

討し、提案をまとめ上げる。 

②｢まちのたね見つけ隊｣の提案として取りまとめます。 
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 第１回は、「みたけの宝物」について、楽しく意見交換しました 
 

 

  グループワークを楽しく試みました 

●ワールドカフェ方式で、グループを変わりながら意見交換を行いました。 

●進行は町内にお住まいの後藤佳子さん、アシスタントは（一社）地域問題研究所職員と町企画

課職員が務めました。 

  

●これこそが御嵩の宝物ということで、グループ発表を行いましたが、「食べ物」についてまと

めたグループが多く、次いで「歴史」について発表するグループがありました。 

●また、「木材資源の有効活用」や「子育てしやすい町」、さらに「婚活」という意見もあり、こ

れから御嵩町に住み続ける魅力づくりを期待する想いがうかがえました。 

●第１回目に参加しての感想としては、「食はひとをつなぐ」、「新たな発見があった」、「まちづ

くりを楽しむべき」、「意見交換を楽しめた」、「世代の違う人と話ができて、おもしろかった」、

「もっと、この会のことを住民に知らせるべき」などの意見がありました。第１回は好評でし

た。 

■日時 平成２６年１２月１７日（水） 

１９時（午後７時）～２１時 

■御嵩町役場北庁舎 北庁舎大会議室 

 

「みたけで大切にすべき宝物、みたけで誇るべき宝物は何なの？」 
 

■御嵩町のこんないい所、あなたの思う素敵なところ 

■これこそほかの市町村に自慢できること 

■今日、初めて気づいた御嵩町の魅力 

■御嵩の一押しは？（発表） 
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【各グループの一押し】 
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 第２回は、御嵩町の強みと弱みを整理してみました 

 

  御嵩町の強みと弱みについて、分野ごとに考えました 

●今回は、御嵩町の強みと弱みを考えようということで、まちづくりのテーマ・分野を「人・

地域づくり」、「生活の安心や安全」、「活力・まちの足腰」と３つに大きく分けて、そのテー

マを検討するグループに分かれて意見交換を行いました。 

●これは、町をどうしていったら良いのかを検討する材料となる特性を分析するためのＳＷＯ

Ｔ分析の半分ぐらいの作業で、「強み（Ｓ）」と「弱み（Ｗ）」を抽出する試みでした。 

 

  人のつながりや発展性がある反面、世代間交流が少ないこと

や資源を生かしきれていない 

●「人・地域づくり」では、『強み』は良い人材がいる、人とのつながりがあること、『弱み』

は「世代間交流が少ない」、「他人任せで交流が少ない」が挙がりました。 

●「生活の安心や安全」では、『強み』「地域のつながりがある」、「防災・防犯がしっかりして

いる」、『弱み』は「少子高齢化が進んでいるが防災意識が低い」、「物はあるものの生かしき

れていない」が挙がりました。 

●「活力・まちの足腰」では、『強み』は「住宅・生活環境」、「バイパス沿いに商業施設をつ

くりやすい」ことなど、『弱み』は「農業」や「広見線」、「飲食店の少なさ」などが挙がり

ました。 

  

■日時 平成２７年１月２１日（水） 

１９時（午後７時）～２１時 

■ぽっぽかん 

 

「御嵩町の良い点・強み、と悪い点・弱み」について 

～こんな良いところ、悪いところがあるんだなあ～ 
 

■御嵩町の良い点・強み、悪い点・弱みは何だろうか？ 
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【御嵩町の強み・弱みについての分野別意見のまとめ（主な意見）】 

強み（Strengths） 弱み（Weaknesses） 

【人・地域づくり（Ａ、Ｂグループ）】 

◎良い人材（Ａ） 

・高度な経験を持つ人材、専門的知識・技術の有

る人材、優しい人達、面白い人・素晴らしい人

が多い。 

・地域間のつながり・ご近所さん 

◎人とひとのつながり（Ｂ） 

・地域愛、ちょうどいいサイズの町、町を盛り上

げたい・良いまちにしたい思いがある、地域の

結束力（つながり）が強い 

【人・地域づくり（Ａ、Ｂグループ）】 

◎世代間交流が少ない（Ａ） 

・連帯感の稀薄、奉仕・行動力の不足、若い人が

いなくなる、若い人が出ていきがち（戻る魅力、

残る魅力が分りづらい） 

・原因：交通が不便、地味、ＰＲ力、町としての

認知度低い 

◎他人任せで交流が少ない（Ｂ） 

・他人任せ、子供と大人の交わりが少ない、自己

主張がない 

【生活の安全や安心（Ｃ、Ｄグループ）】 

◎地域のつながり（Ｃ） 

・火災が少ない、防火意識が強い 

・ノーカーデーによる健康増進・名鉄の活性化、

お散歩き隊、防犯・健康や地域のつながり、筋

トレの需要がある（健康づくり） 

◎防災・防犯がしっかりしている（Ｄ） 

・防災訓練、組織がしっかりしている、各種イベ

ントはけっこうやっている、伏見を見習うとい

い（町民運動会） 

・地域の支え合いにつながる 

【生活の安全や安心（Ｃ、Ｄグループ）】 

◎少子高齢化が進んでいるが防災意識が低い

（Ｃ） 

・亜炭鉱、防災意識が低い災害の風化、役場に災

害対応ができる人が少ない 

・子どもが少ない、独居が多い 

◎物はあるものの生かしきれていない（Ｄ） 

・健康づくりの体制が弱い（施設が少ない、高い） 

・地域力が崩壊状態に近い（上之郷など） 

・公共交通は利用者が少ない 

【活力・まちの足腰（Ｅ、Ｆ、Ｇグループ）】 

◎住宅・生活環境（Ｅ） 

◎商業（Ｅ） 

・ゴルフ場が多い 

・町外からも来る、肉やケーキの専門店 

◎バイパス沿いに商業施設をつくりやすい（Ｆ） 

・商業が発展していないから新規参入しやすい。 

◎道路が整備されて土地が活用できる（Ｇ） 

・（Ｇ）可児御嵩インターがある、高速道路への

アクセス、発展できる土地がまだまだある 

・（Ｅ）御嵩－八百津のトンネル開通 

◎建物を建てやすい（Ｆ） 

【活力・まちの足腰（Ｅ、Ｆ、Ｇグループ）】 

◎農業（Ｅ） 

・宿泊施設が少なすぎる、特産品が少ない、小売

店が弱い、雇用の場が少ない 

◎広見線（Ｅ） 

・広見線を利用したくなる仕掛けが少ない、駅前

の店が少ない、広見線の衰退 

◎飲食店の少なさ 

・飲食店、呑み屋が少ない 

・おしゃれなカフェがない 

◎イメージが悪い（Ｇ） 

・亜炭鉱、産廃 
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 第３回は、御嵩町にとってのこれからのチャンスや危機を意見交換しました 

 

  いろいろな外の環境変化を見て、御嵩町にどういう影響があるのかを

考えました 

●第２回は御嵩町の強みと弱みを考えましたが、第３回はＳＷＯＴ分析の後半、社会の環境が

どう変わって、それは御嵩町にどういう影響があるのかを考えました。 

●これは、「機会（Opportunities）」と「脅威（Threats）」を整理してみるという作業で、

ＳＷＯＴの「Ｏ」と「Ｔ」に当たります。 

●「１.人口減少時代」から「2.環境共生の時代」、「3.安全・安心の時代」、「4.広域交通網の

整備の進展」、「5.価値観の変化・多様化の進展」、「6.グローバル経済とＩＣＴの進展」、「7.

地方分権・地方自治の時代」、「8.青少年を取り巻く教育環境等」の８つの視点ごとにグルー

プごとに意見を出しました。 

●グループの中では、50 以上も意見を出したグループがありました。そのグループの模造紙

にはなかった意見をほかのグループからもらい、全体で確認しました。 

●その結果、「1.人口減少時代」や「4.広域交通網の整備進展」がもたらす「機会」と「脅威」

についての意見が比較的多く挙げられました。特に、「人口減少時代」については、少人数

学習、住宅や公共施設のゆとり、高齢者の活躍の機会として見る意見がありました。 

●残念ながら、時間がなくなり、ＳＷＯＴ分析を生かして、御嵩町の１０年後に向けた戦略を

練ることはできませんでしたので、それを次回に行うこととしました。 

 

  

■日時 平成２７年３月４日（水） 

１９時（午後７時）～２１時 

■ぽっぽかん 

 

「外の環境変化が御嵩町に与えるインパクト」を考えてみよう 

～御嵩町にとっての機会と脅威から、10 年後の御嵩町を展望する～ 
■「外の環境変化が御嵩町に与えるインパクト」を考える 

■御嵩町の 10 年後に向けた戦略を考える 
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【全体の意見を集めた模造紙】 
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「外の環境変化が御嵩町に与えるインパクト」を考える（まとめ模造紙の全ての内容） 

［外部環境の変化］ 

８つ＋αの視点 

機会 (Opportunities) 

御嵩町にとってのチャンス・追い

風とは 

脅威 (Threats)  

御嵩町にとっての危機・逆風とは 

１．人口減少時代 

・本格化する人口

減少社会 

・少子高齢化の一

層の進行 

 

 

【高齢者の活躍、多世代の交

流】・高齢化 ボランティアの増

大／・高齢化 経験の活用／・退

職したリタイヤ世代の農業従事

化／・世代対応の生涯学習／・多

世代住宅の検討／・地域の子育て 

【少人数の余裕】・公共施設など

予約がとりやすい／・少子化 少

人数教育／・少人数学習／・顔見

知りが増える／ 

【その他】・コンパクトシティの

形成／・空き地の再利用／可処分

所得の増大／・老人医療費の負担

を減らす／・自然が増える 

【関係の希薄化】・子供同士で遊

ぶ機会が減る／・親との関係が希

薄に／・若年層の流出／・教育の

機会減少 

【高齢化のマイナス影響】・認知

症対策必要／・孤独化が増える

／・空き家が増える／・医療費の

負担（若者の負担） 

【財政の危機】・歳入減少／・財

政の縮小／・財源の節約 

２．環境共生の時代 

・地球環境問題の

健全化 

・資源､エネルギ

ー､食料不安 

 

 

【農業のチャンス】・農業塾をや

って／・農業危機で価格上昇し農

家がもうかる／・食料不安（農産

物を作っていく） 

【環境・エネルギー】・省エネル

ギー化／・資源の有効活用の進展

／・資源の再利用／・エネルギー

バランスの多様化／・エコおしの

みたけの強みに 

【その他】・技術経済力の発展チ

ャンス 

【食料確保の問題】・食料の自給

／・輸入に頼りすぎになる 中国

に行ってしまう／・自然減少 農

産物が外からしかとれなくなる 

【その他】・施設を増やしにくく

なる／・公害問題の再発 

３．安全・安心の時代 

・自然災害、大事

故発生の恐怖 

・有事の対応 

・犯罪、感染症な

どの不安 

 

【地域の防災や防犯】・地域防災

力の強化／・子ども１人１人に目

が届きやすい／・犯罪件数の減少 

【公共事業など】・砂防ダム、堤

防がつくられる 強じん化計画

で／大規模な公共事業ができる

のでは／・施設の見直しが進む 

統廃合の進展 

【緊急時の対応が困難】・いざと

いう時行動できない／・消火栓の

不足 火事に対応できない／・地

震と穴／・重大な事態に対応でき

ない 

【犯罪・交通安全】・外国人の増

加による犯罪の増加／・歩行者の

安全確保が難しくなる 

【住民の減少など】・山間部の住

民が減少／・老朽化 

４．広域交通網の整備

の進展 

・東海環状自動車

道全線開通 

・リニア中央新幹

線の開業 

 

 

【観光客や行き来が増える】・観

光客が増える／・交流人口の増大

／・外国人を呼ぶ／・西濃地域と

の行き来が増える／・行動範囲の

拡大／・時間価値の増大／・都会

が身近に／・都会の風がみたけに

吹く／・アマゾンが早く届く／・

中山道を歩いて中津川から来る

ツアー 

【雇用創出】・道路・線路を管理

【環境破壊】・汚染（森林、ゴミ

など）／・環境破壊 リニア電磁

波の影響／・原発再稼働ありきの

リニア 

【通過する空洞化する】・日帰り

旅行が増え宿泊しなくなる／・田

舎は通りすぎる／・空洞化／・出

て行く人が増える 

【道路管理や交通増加】・道路の

管理の負担増／・交通量の増加に
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する人の雇用創出／・企業を呼べ

る 

【その他】・子どもがわくわくす

る 

よる事故の増加 

５．価値観の変化・多

様化の進展 

・社会貢献意識の

高まり 

（ボランティア、

ＣＳＲ等） 

・余暇時間の拡大、 

ライフスタイルの

変化 

【余暇の拡大】・遊ぶ場所が増え

る／・余暇にゴルフ 

【地域や田舎志向】・地域愛のあ

るボランティア／・田舎暮らし希

望者の移住 Ｉターン、Ｕターン 

【その他】・社会コストの低減

／・お金が落ちる、回る 

【活動参加者の減少】・参加する

人、しない人に二極化／・昔から

ある組織（老人クラブ、消防団）

が減る 

【その他】・村八分 ボランティ

アに出ない人への冷たい視線／ 

６．グローバル経済と

ICT の進展  

・グローバル経済の

進展 

・地域のグローバ

ル化 

・ICT（情報通信

技術）の進展 

 

【人財】・人財活用の機会増大

／・人財交流 

【産業】・企業誘致／・輸出可能

な産物が創出できる／・都市部と

そん色ない労働環境／・大型店の

立地により利便性が拡大する 

【その他】・市区町村の同じよう

な取組は一緒にやったりして拡

大 

【交流の減少】・交流が少なくな

る、家で何でもできる／・対話の

コミュニケーションが減る／・情

報技術を活用できないと時代の

波にとり残される 

【財などの流出】・実質経済が縮

小する、よそにお金がいってしま

す／・遠い国の経済危機のあおり

を受ける／・雇用が減少する 

【その他】・整備にコストがかか

る 

７．地方分権･地方自

治の時代 

・地方分権の進展

と地方自治体の

役割 

･責務の拡大 

・国の財政状況の

悪化 

 

【アイデアを生かすことが可

能】・アイデア次第、出したとこ

ろで得をしていく／・地域の特性

を生かした自治ができる 

【意見が反映されやすい】・住民

１人１人の意見が反映されやす

い／・当事者問題の解決のチャン

ス 

【格差の拡大・サービス低下】・

自治体ごとに格差が出る／・地方

の税収をふやす政策が必要にな

る／・福祉サービスの減少 

８．青少年を取り巻く

教育環境等 

・子どもを取り巻

く社会･家庭環境

等の変化 

・子どもの犯罪被

害の増加、少年犯

罪の 

低年齢化、児童生

徒のいじめ 

・不登校、自殺等 

【多様な子に対応】・教育環境の

多様化、いろんな子に対応できる

／・不登校・いじめの対策が考え

られるのでは 

【教育機会の拡大】・学校運営協

議会ができ地域の教育ができる

／・ｉ－ｎｅｔを通じて有名な塾

講師の高度な教育が受けられる 

【その他】・子どもが地域の力に

なり大切にされる／・能力の発揮

の機会の増大 

【教育力の低下】・家庭教育の質

の低下／・教育に関する無関心化

増大／・学校の統廃合などによる

閉校 

【その他】・価値観の多様化によ

る争い／・子どもが携帯電話で犯

罪に巻き込まれる 
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 第４回は、御嵩町が目指す将来像について意見交換しました 

 

 

  理想のイメージを絵でも表現して、キーワードを出し合いました 

●10 年後の御嵩町の理想のイメージについて、言葉ではなく絵にしてみました。 

●また、10 年後の御嵩を考える上で大切にしたいキーワードについて意見交換しました。 

●各グループで一押しのキーワードとして、こんな御嵩町になったらいいなぁ キャッチフレ

ーズを考えました。 

●キャッチフレーズとしては、「１ＳＴＯＰみたけ町」、「ひと・ゆめ・しあわせ ゆいのまち」、

「デートする街」、「みたけの駅前で愛を育む」などの提案がありました。 

   

■日時 平成２７年４月２８日（火） 

１８時（午後６時）～２０時 

■ぽっぽかん 

 

「御嵩町が目指す将来像を構想する！」 

～こんな町になるといいなあ～ 
■過去の総合計画の将来像、御嵩町の｢強み｣と｢弱み｣、御嵩町の 10 年後に向けた戦略、

展望などを考慮しつつ、御嵩町が目指すべき将来像について「キーワード」を出し合

って、基本構想づくりに反映する 
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【各グループの理想のまちを提案した模造紙】 
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79 

 

 第５回は、御嵩町が目指す将来像について意見交換しました 
 

 

  基本構想原案に向けて意見交換しました 

●基本構想のたたき台のもとになる「御嵩町第五次総合計画基本構想検討資料 －町の特性と

主要課題について－」を参考にして、各自が言葉づかいや内容について気づくことや提案を

考えました。 

 

  将来像を具体化するための施策や事業のアイデアについて提案しました 

●これからの御嵩の１０年に必要なこととは何かを考え、それを施策・事業に表現することを

考えました。 

●さらに、グループとして取り組む施策・事業について、絞り込んでみました。 

●前回検討を行ったキャッチコピーは「ゆいのまち」、「豊かに楽しく住もう」、「駅前で愛を育

む」、「つながるまち」、「デートするまち」、「１ＳＴＯＰみたけ」、「人がたくさん集まってく

るみたけ」、「住民が誇りに思えるまち」と明らかにして、それぞれについて、施策と事業の

内容を検討しました。 

●たとえば、「ゆいのまち」という将来像に対しては、歴史跡ツアー、ヌートリアを名物に、

健康自慢大会、子育て支援センターの設置、バイリンガルスクール、観光客移住計画、内陸

型知的生産エリア、新鮮野菜供給カントリーという施策・事業が提案され、それぞれについ

てねらいと内容について整理しました。

■日時 平成２７年６月１７日（水） 

１９時（午後７時）～２１時 

■ぽっぽかん 

 

 

「当事者視点から基本構想原案をブラッシュアップ！」 改め 

↓ 

これからの御嵩の 10 年に求められる施策・事業のアイデア出し 
 

■基本構想原案策定作業について状況を理解したうえで、これからの御嵩の 10 年に求

められる施策・事業のアイデア出しを行う。 
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【提案模造紙の例】 
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 第６回は、御嵩の10年に求められる施策・事業について検討しました 
 

 

  基本構想原案について意見交換しました 

●基本構想のたたき台である原案について、前回いただいた意見をもとにした案を作成したも

のを示して意見交換しました。 

 

 

  これからの御嵩の10年に求められる事業 まちのたね見つけ隊から

の提案の検討 

 

●まちのたね見つけ隊からの提案としてこれからの御嵩の 10 年に求められる事業について、

２０以上のテーマの提案を得て、全体で投票をしました。 

●投票したアイデアの中から、上位となった「ナイトイベント」、「願興寺プロジェクトマッピ

ング」、「食べ歩きウォーキング」、「御嵩町桃源郷計画」、「江戸時代タイムスリップ」、「ギネ

スに挑戦～ミーモあふれるまち～」、「みんなでオソロ」、「天空の城 亜炭コン」について、次

回、提案として具体的な内容を深めることにしました。 

■日時 平成２７年７月８日（水） 

１９時（午後７時）～２１時 

■ぽっぽかん 

 

「当事者視点から基本構想原案をブラッシュアップ！」 ＆ 

「これからの御嵩の 10 年に求められる施策・事業について 

いくつかに絞り込み、深く掘り下げて検討してみよう！ 

これからの御嵩の 10 年に求められる施策・事業のアイデア出し」 
 

■基本構想原案策定の中間段階資料について、当事者視点から意見交換を行う。 

■前回提案いただいた、これからの御嵩の 10 年に求められる施策・事業のアイデア

をベースに、具体的な事業をいくつか絞り込み、取組内容の詳細を整理する。 

■今回と次回（第７回）で、提言書の取りまとめを行う。 
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【検討テーマとメンバー】 

施策・事業（総選挙得票） メンバー 

１位：ナイトイベント（17 票） 
あつお、かすみ、みっちぇる、しんや、 
ちか、かめ、水野わかな 

１位：願興寺プロジェクトマッピング（17 票） 
今井健太、ランボー、とてい、さやか、 
なっちゃそ、まいまい、よういちくん、 
伊佐治諒、オオノゆーじ、よねくん 

３位：食べ歩きウォーキング（11 票） 
佐々木孝祐、鍵谷ゆうこ、安藤唯、 
吉田希実、大西春花、桑下真由佳 

４位：御嵩町桃源郷計画（10 票） 
古山、あんどー、みやーち、野中、 
大脇、伊佐治 

５位：江戸時代タイムスリップ（8 票） 安藤雅子、福田康孝 

６位：ギネスに挑戦～ミーモあふれるまち～（7 票） — 

７位：みんなでオソロ（6 票） 
板屋さん、そぶえさん、北田くん、さ
き 

８位：天空の城 亜炭コン（５票） — 
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 第７回は、御嵩の10年に求められる施策・事業について検討しました 
 

 

 

  ８つの提案について内容をつめました 

●前回、施策・事業のテーマについて絞り込んで分けた８つのテーマについて、グループごと

に具体的取組の内容などについて、提案として整理しました。 

●６つの提案がまとまり、それぞれについてグループ発表を行い、お互いの提案について情報

を共有しました。 

●今後、フォーラム等で提案を発表する機会を持つことにしました。 

 

 

   

■日時 平成２７年８月６日（木） 

１９時（午後７時）～２１時 

■ぽっぽかん 

 

「まちのたね見つけ隊」から施策･事業を提案しよう！ 

これからの御嵩の 10 年に求められる施策・事業の磨き上げ！  
 

■前回、「これからの御嵩の 10 年に求められる施策・事業」の具体的な取組を絞り

込み、テーマに沿ってグループ分けた。この各グループで、具体的取組の内容（①

名称、②現状や背景･ねらい、③事業の主体（関係者）、④事業内容、⑤事業スケジ

ュール、⑥役割分担（協働の方策／町の役割、住民･各種団体の役割）について検討

し、提案のまとめ上げを行う。 

■各グループの提案を全員で共有し、評価を加えつつ、｢まちのたね見つけ隊｣の提案

として取りまとめる。 
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（３）提案 
 

 

これからの御嵩の 10 年に求められる事業 まちのたね見つけ隊からの提案 
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